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川柳中学校の学校説明会 【記録】 
 

日 時：令和８年６月２４日（水） 午後２時００分～午後２時４０分 

場 所：川柳小学校高学年棟校舎２階 多目的室 

内 容：・開校の経緯 

    ・概要（校章・制服・学用品） 

    ・生徒数、学級数、部活動 

    ・その他 

    ・質疑応答 

議事録：以下のとおり 

発言者 発言内容 

午後２時００分 開始 

開校の経緯 

 

事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（スライド３枚目） 

まず市内１６校目として開校する川柳中学校の経緯について説明する。 

 

（スライド４枚目） 

 本市では平成２７年度から小中一貫教育、いわゆる９年間のつながり

を意識した学習指導や生徒指導によって、様々な教育効果を生み出す制

度に取り組んできた。そのような中で、小学校と中学校の通学区域を一

致させることにより、特色ある教育活動を行ったり、地域とのつながり

を深めたりすることを狙いとした結果、市内初の小中一貫校の設立を目

指すこととした。 

 この構想と並行して、市内施設の老朽化対策を推進する計画や、まち

づくり等の視点をもとに検討を重ね、蒲生地区と川柳地区を小中一貫校

の設立地とした。 

 各小中一貫校を「越谷〇〇学園」とする方向とし、令和５年度より学

園名の募集や選定を行った結果、蒲生小・蒲生南小・南中からなる「越谷

蒲生学園」、川柳小・川柳中からなる「越谷川柳学園」、明正小・光陽中か

らなる「越谷レイクタウン学園」に決定した。 

 「越谷川柳学園」は、昨年度末に現南中学校敷地内に川柳小学校高学

年棟校舎が完成し、今年度４月より供用開始となったが、川柳中学校は

新しい校舎ではなく、現南中学校の校舎をそのまま利活用する形で、開

校することとした。 

 

（スライド５枚目） 

 令和８年度に関しては大きく２点動きがある。 

１点目、川柳小学校高学年棟校舎が南中学校敷地内で供用開始となっ

たこと。 

２点目、年度末に南中学校は蒲生小学校と同一校舎、いわゆる小中一

体型校舎、へ移設となること。 

 

 



2 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（スライド６枚目） 

 令和９年度より、南中学校が使用していた校舎を川柳中学校として利

活用する形で、新しい中学校として開校する。 

このことにより、川柳小学校高学年と川柳中学校が同一敷地内にて学

校生活を送ることとなり、今後さらに小中一貫教育を推進できる環境と

なる。 

 

（スライド７枚目） 

 次に、川柳中学校に通うこどもたちの詳細について説明する。令和８

年度までは、明正小学校と川柳小学校の通学区域にお住まいの場合は、

光陽中学校に進学していたが、令和９年度から通学区域としては、お子

様が明正小学校通学区域にお住いの場合は「光陽中学校」が基本通学区

域となり、川柳小学校通学区域にお住まいの場合は「川柳中学校」が基

本通学区域となる。 

 なお、現在光陽中学校に在籍している１・２年生の中で、お子様の住

所地が川柳小学校通学区域の場合は「川柳中学校」へ転校となり、お子

様の住所地がそれ以外の場合は「光陽中学校」に引き続き在籍すること

となる。 

また、これには条件があり、令和９年４月１日時点のお子様の住所地

に基づいて決定する。なお、令和９年４月１日間際に急遽引越しとなっ

てしまうと、学校の教職員数に影響を与えかねないため、引越しを考え

ている場合で、現在光陽中在校生についてはお早めに光陽中学校にご相

談をお願いしたい。 

 

概要（校章・制服・学用品） 

 

事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（スライド９枚目） 

 以前よりご案内の通り、校章はこちらのデザインに決定している。川

柳小学校児童がデザインを作成し、それを専門業者にてデジタル化した

ものである。学校の校歌については、４月下旬から５月下旬まで歌詞フ

レーズの募集を行い、応募のあった歌詞フレーズを活用して校歌作成業

者にて作詞・作曲される。今後何かしらの形で公表をする。 

 

（スライド１０枚目） 

 制服については、ブレザータイプの制服となる。スラックス・スカー

ト、ネクタイ・リボンともに青を基調としている。女性型のスラックス

も購入可能となる。また、スラックスとスカートは夏用・冬用どちらも

導入している。 

 

（スライド１１枚目） 

 暑さ対策としてポロシャツを導入しており、色は３色で「白色」「紺色」

「水色」である。 

 

（スライド１２枚目） 

 制服アイテムの詳細について説明する。上衣については、ブレザーは

２種類用意しており、指定品である。下衣については、スラックスを２

種類用意しており、指定品である。お子様の特徴に合わせて購入するこ
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とができるので、今後試着して決めていただければと思う。付属品のネ

クタイ・リボンについては、どちらかを購入し、着用していただく。 

 

（スライド１３枚目） 

 続いて、学用品、いわゆる体育着・ジャージ、上履き兼体育館履き、通

学カバンについては、昨年度に検討委員会を立ち上げ、協議の結果、体

育着・ジャージ、上履き兼体育館履き、通学カバンを指定品とし、サブバ

ッグは指定品としないこととした。 

 

（スライド１４枚目） 

 体育着については、２種類の色を採用した。どちらかを購入しても、

両方購入しても構わない。 

 

（スライド１５枚目） 

 ジャージ上下はこのようなデザインに決定した。 

 

（スライド１６枚目） 

 通学カバンは、リュック型のものを採用し、反射板やレインカバー付

きである。 

上履き兼体育館履きは、運動に適しており、耐久性に優れたものを採

用している。また、色は白色を採用している。 

 

（スライド１７枚目） 

 来年度、川柳中学校１年生になる方の制服及び学用品の採寸・購入は、

令和８年１１月からを予定している。詳細な日程については、販売店を

通してご案内になる。 

 

（スライド１８枚目） 

 川柳中学校は光陽中学校から分離する形で開校するため、兄弟が着用

していた光陽中の詰襟・セーラーの制服については、令和１３年度まで

を移行期間としており、令和１４年度からは新制服に完全移行となる。 

これにより川柳中学校生徒の中には、新制服と光陽中旧制服が混在す

ることから、新旧制服の上下を組み合わせた着用は不可とする。例を記

載しているが、要するに、新制服を着るなら上下揃える、旧制服を着る

なる上下揃えるということである。 

 

（スライド１９枚目） 

学用品については、制服とは異なり、移行期間を設けていないため、

旧学用品（現光陽中の学用品）を使用可能である。 

学用品についての取り扱いで想定される質問を３つ程ピックアップし

た。１つ目、「通学カバンだけ新学用品とするのは可能か」についてだが、

可能である。これは通学カバンだけでなく、体育着・ジャージ、上履きも

同様である。２つ目、「ジャージ上下は光陽中で、体育着・ハーフパンツ

は川柳中という組み合わせは可能か」については、可能である。また、組

み合わせについての規定は設けていない。３つ目「この先も光陽中のジ

ャージが着たいが可能か」については、条件がある。光陽中は令和９年
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度よりジャージのモデルチェンジを予定していることから、川柳中生が

着ることが可能なのは現在の光陽中ジャージのみとなる。川柳中生は光

陽中新ジャージを着用不可ということである。 

 

（スライド２０枚目） 

 来年度より光陽中学校から川柳中学校へ移る生徒に関して、勿論光陽

中の制服・学用品を引き続き着用可能だが、川柳中学校の制服・学用品

を購入することも可能である。 

令和８年度内は、新１年生の販売期間とする関係で、新２、３年生に

なる生徒は令和９年４月から採寸・購入開始とする。こちらについても、

販売店から案内等が配布されるため、それまでお待ちいただきたい。 

 

生徒数、学級数、部活動 

 

事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（スライド２２枚目） 

 令和９年度に関しては見込み人数だが、１学年は１７７人で６学級。

２学年は１２７人で４学級。３学年は１５２人で４学級を予定。また、

開校と同時に生徒・保護者の要望に合わせて、特別支援学級を新設予定

である。就学に関するご相談は越谷市教育センターまでご連絡をお願い

したい。 

 

（スライド２３枚目） 

続いて、部活動について説明する。まず、令和９年度の設置部活動は

資料記載の１５部活動である。 

また、令和８年度まで光陽中学校で活動していた「女子ソフトテニス

部」と「男子バレーボール部」だが、ご案内のとおり、新しく部員の募集

は行わないが、令和９年度の学校総合体育大会まで活動することを許可

している。 

 

（スライド２４枚目） 

 こちらもご案内のとおり、令和９年度の学校総合体育大会等への出場

の仕方だが、光陽中が分離することに鑑み、各種連盟から光陽中と川柳

中の２校の合同チームの特例措置を「吹奏楽部以外」でいただいた。大

会等までは、各部活動に所属している人数や両校の施設面、生徒の安全

面を勘案して、合同で練習を行ったり、別々で行ったりしていく。それ

らの大会等が終了すると、３年生は事実上活動なしとなる。その後、１・

２年生のみの体制となって最初の公式大会となる「新人兼県民スポーツ

大会」は、別々の学校として出場することになる。 

 

（スライド２５枚目） 

 合同チームの特例措置をいただけなかった吹奏楽部のコンクールにつ

いて説明する。 

連盟からは、「定められたルール内の出場を認める」と回答をいただい

ている。よって、出場申し込み時点、例年６月初旬において令和９年度

両校の２・３年生の在籍人数が参加規程人数を超えなければ合同で出場

が可能となる。 

ここからは、懸念点についての説明となる。参加規程人数が変更とな
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ったり、部員数が参加規程人数を超えた場合は、別々の学校として出場

することになる。 

 

その他 

 

事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（スライド２７枚目） 

例えば、日課表や学校行事等は、光陽中学校とほぼ同様の内容及び日

程とすることを予定している。また、川柳中学校になっても、行事が減

ることがないよう配慮する。 

 

（スライド２８枚目） 

 また、校則等学校のルールについても、光陽中学校とほぼ同様の内容

とすることを予定している。 

現在開校に向けて、校則等学校のルールについて光陽中学校と協議を

している。詳細については、令和９年２月に実施する入学説明会にて説

明する。現在光陽中学校に通っている生徒と保護者へも同時期に周知す

る予定である。 

 

（スライド２９枚目） 

 最後に、川柳中学校の学校運営等に関するご質問があったら、記載の

連絡先までご連絡をお願いしたい。 

 

質問・回答 

保護者Ａ 

 

事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

保護者Ｂ 

 

事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者Ｃ 

制服や学用品の大まかな値段がどれくらいになるか。 

 

 制服作製メーカーが作ったものを販売店に卸す形をとっているため、

販売店によって販売価格が異なる。株式会社トンボによると、冬服制服

上下含めて約５万円と聞いている。その他学用品等アイテムを購入する

とそれ以上の金額になる。 

 制服と学用品の値段については、販売店より採寸・購入の案内が周知

されるタイミングで分かるよう、準備していく。 

 

 今活動している部活動は、分離後どのように練習をするか。 

 

 分離後、運動部に限ると、学校総合体育大会という３年生が引退とな

る大会があったり、吹奏楽部なら吹奏楽コンクールがあったりと、文化

部を含め、部活動によって３年生が引退となる時期が異なるが、その大

会等までは光陽中学校と川柳中学校が合同でできる限り練習できるよ

う、光陽中学校と話を進めているところである。 

 しかし部活動用具を持っていかないと合同で活動できない部活動を考

慮し、どちらの学校でどの部活動が練習するかを現在光陽中学校で協議

を始めたところである。分離後は、光陽中学校と川柳中学校の部活動顧

問同士で協議の上、生徒の安全面を考慮し練習場所・方法を決めていく

ことになる。 

 

 サブバッグについて、サブバッグは指定品ではないとのことだが、色
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事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

保護者Ｃ 

 

 

事務局Ａ 

 

 

 

 

保護者Ｃ 

 

 

事務局Ａ 

 

 

 

 

事務局Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

の指定や形の指定はあるのか。 

 

 部活動について、運動部はおそろいのユニフォームを着用するが、現

在の光陽中学校１・２年生は光陽中学校ですでに購入している。来年度

より川柳中学校へ通うことになるその運動部の生徒たちは、川柳中学校

のユニフォーム代を負担するという認識でよいか。 

 

 教職員について、現在の光陽中学校の先生方の約半分が川柳中学校に

来ていただけるのが保護者にとっても理想である。学年が持ち上がり、

継続して指導してもらっている先生がいると安心して通わすことができ

る。川柳中学校に移動したら、「知っている先生がほとんどいない」とい

う状況では、受検（受験）を控える３年生にとって不安であるため、配慮

していただきたい。 

 

 サブバッグについて、現在光陽中学校で使用しているサブバッグは引

き続き使用可能である。 

 ユニフォームについて、保護者の方になるべく負担にならないよう令

和６年度より様々な対応策を考えてきた。その結果、現在の光陽中１・

２年生が、川柳中学校のユニフォームを購入しないよう市で準備する方

向で進めている。 

 

 サブバッグについて引き続き質問をする。川柳中学校は指定品ではな

いが、色や形に決まりはあるか。 

 

 サブバッグの色や形については、指定を設けない方向で進めており、

光陽中学校とも情報は共有している。しかしロッカーの大きさには限り

があるため、生徒が持っていく物に合わせたバッグの大きさであること

が望ましい。 

 

 光陽中学校は現在「サブバッグ登校」が許可される日を設けている。

このことは川柳中学校ではどうなるか分かっていたら教えて欲しい。 

 

 学校の規則等に係る内容のため、今後決めていくことになる。できる

限り生徒が登校しやすい形になるとよいと考えている。決定した内容の

周知は、開校前であれば令和９年２月初旬に教育委員会より、開校後で

あれば川柳中学校より周知する。 

 

 教職員について、前提として、こどもの人数によって学級数が決まり、

学級数によって教職員の人数が決まる仕組みになっている。 

川柳中学校も市内中学校と同様に、各教科担当の教員がしっかり配置さ

れるよう努めていく。経験や年齢のバランス、男性女性の比率等を含め、 

令和９年３月下旬に決まる。 

 よって、現時点では光陽中学校教職員の約半数を、川柳中学校へ異動

するということが可能か否かを明言することはできない。しかしながら、

こどもの安心感・心情面に配慮しながら人事を行っていく。 

 因みに、約２０年前の話であるが、東越谷小学校が分離をして城ノ上
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事務局Ａ 

 

 

事務局Ｂ 

 

 

 

 

 

 

事務局Ｃ 

 

 

小学校が開校し、令和４年には蒲生小学校と蒲生第二小学校が合併した。

双方の人事について、こどもたちや保護者の心情面等に配慮した形で進

めたと認識している。 

 

 質問いただいた「ユニフォーム」について補足だが、市の方で準備・購

入することについては今後決定できるよう教育委員会で進めていく。 

 

 質問いただいた「教職員」について補足だが、現在市内小中学校の教

職員は県費負担教職員であり、県より給与をもらい越谷市で働いている

教職員である。つまり、越谷市の教職員が他市へ異動したり、他市から

越谷市へ異動したり、県の人事が中心に行う仕組みとなっている。 

 本日いただいた意見の内容については、すでに県の教育委員会と協議

を進めている。 

 

 その他ご質問がありましたら、資料最終ページに記載の連絡先までお

願いしたい。 

 

 


